
医療訪問看護　 2日/週　 　訪問入浴　1日/週　　定期巡回　7日/週（3回/日）

配布パンフレットに沿って内容説明、利用案内。

Ⅰ、介護保険課　塩山 挨拶

Ⅱ、運営状況報告　・　事例報告（管理者　池島 ）　

　全体的に前年度比で1.6倍増加。

70歳女性　乳がん　

・事例紹介①　「施設から自宅での生活を希望のケース」　　

・利用状況（利用者数：月平均17名、男女比： 約 3：7　、平均介護度：3.06）

・事例紹介③　「退院後セルフケア能力低下服薬困難ケース」　

糖尿病の状態は安定している。

65歳男性　パーキンソン病　　　　

医療訪問看護　5日/週（2回/日）、デイサービス2日/週、定期巡回　7日/週（デイのない日は3回/日、デイの日は1回/日）

〇

唄野　清美（宇治訪問看護）

東宇治北地域包括

〇森山（介護保険課）☆

会議に先立ち、介護保険課森山より 「定期巡回随時対応型訪問介護看護」 とは　どういったサービスか

〇

北宇治地域包括

池島（管理者・計画作成責任者）   槇島地域包括

◎

齋藤統括 〇 開地区自治連合会

〇

友池　里恵（宇治徳介護ｾﾝﾀｰ）

〇

塩山課長（介護保険課） 琵琶台自治会

令和7年度　介護・医療連携推進会議　議事録　 ①

24時間ｻﾎﾟｰﾄくらしのﾊｰﾓﾆｰ

開地区自治連合会

   2025年   9月 25日（木 ）　14：00～15：00

〇

日　時

×

　　宇治徳洲会病院　南館5階　会議室1

〇 宇治市役所

・訪問件数状況（定期訪問件数：延べ6,477件、随時訪問：延べ141件、訪問看護：延べ143件）

【会議内容】

この会議で皆様の忌憚ない意見を伺い、より良いサービスに繋げていきたい。

また、宇治徳洲会の主要な介護事業所の管理者が出席しており、定期巡回だけではなく介護サービス全体に

対しての意見を賜り今後の糧としたい。

× 末吉院長

〇

53歳男性　右脳皮質下出血　肝硬変　心不全

・事例紹介④　「自宅看取りのケース」

退院直後は、食生活の乱れもあったが、毎日の繰り返しの助言で日常生活も落ち着き、訪問看護と主治医と

家族は本人の気持ちを尊重し出来る限りのサポートしたいとの思いあり、定期巡回で服薬、食事の提供

訪問看護で異常時の早期発見対応が出来ている

・事例紹介②　「服薬困難ケース」

場　所

当初サービス介入に拒否あったが、毎日訪問するヘルパーとの信頼関係が出来、服薬も出来ようになり

【出席者】　　（○：出席　△：途中出席　▽：途中退席　×：欠席　☆：司会　◎：書記）

〇

〇 〇

中川　清美（宇治訪問看護）

　　【事業所名】

　医療法人徳洲会　定期巡回・随時対応型訪問介護看護　宇治徳洲会

運営状況(R7.4月～R7.8月）報告、説明。

83歳女性　1型糖尿病　認知症 　　　

訪問看護　1日/週　　　定期巡回　7日/週（1回/日）

連携し服薬確認、状態安定している

デイサービス2日/週　　訪問看護1日/週　　　定期巡回7日/週（2回/日）



→

→

→

次回開催予定　　令和　8年　3月頃

介護経験の無い家族に替わり排泄面等の対応。緊急時には訪問看護が対応し最期まで自宅で家族と

過ごすことができた。

〈質疑応答〉

〇利用者が増えているが、定期巡回について何らかの広報活動をされているのか。

積極的には出来ていない。ケアマネージャーの横の繋がりから紹介してもらえたり、宇治徳洲会

定期巡回を受けたい時にどこに申し込むのか。

近年、介護審査が厳しくなっている。

また、随時訪問に関しては、サ高住の方で骨折のため思うように動けずトイレへ行きたいとその都度

コールあり。定巡としては呼ばれれば、訪問する。6月がピークで骨折の軽快とともに呼ばれる

自治会も、昔に比べ地域の絆が薄れており高齢者の動向もつかみにくい。

代替わりなどもありお年寄りとの付き合いがなくなり、家の中に入ったままになる方が多い印象。

ということであったが、実際は転倒もなくコールもなく必要性がないのではとの判断で終了となった。

〇町内会・自治会長からのご質問

自宅にヘルパーさんが訪問してくれることが魅力になっているのではないか。

夜間対応型定期巡回をしている事業所さんが実際にあるのか。

→　くらしのハーモニー様より　　1件あったが終了。日中は家族や訪問介護で対応、夜間の転倒に備えて

こともあり、難しいところである。

〇訪問件数について、前年比1.6倍増　随時訪問に関しては6月が急増　何か理由があるか。

自宅の方でも、便処理など困ったことがあればコールして下さいと言っており呼ばれることはある。

回数は減っていった。

Ⅳ、その他

計画に組み込んでいく。　

ケアマネージャーがその方にあった支援を考える。その中で定期巡回も選択肢となり、必要な方には

→　市役所様より　　夜間のみという特殊な型であり、今のところ相談も受けていない。

市でも定期巡回とは何かという問い合わせが増えているように感じる。

→介護保険課より　　担当ケアマネージャーに連絡してサービス計画書を作成してもらう。

Ⅲ、構成員の方、他皆様からのご意見・ご質問

〇町内会・自治会長からのご意見

〇地域包括、居宅支援事業所からの意見

高齢者が在宅で介護サービスを使うのは、個人の問題となっている。今後他所とも連携が必要になる。

高齢者も調査員が来ると、普段以上に頑張って出来ることを示す傾向があり、適切な介護度が取れない

〇介護保険課より皆様へ質問

〇市役所からのご意見

定巡について少しずつではあるが、周知されてきているのではないか。

以外の居宅事業所からの問い合わせ、利用も増えている。

〇随時訪問について、施設が多いようだが、自宅でも頻回に呼ばれるのか。

介護度が低い方でも、1日4回、5回と訪問する方もおり多数回となっている。


